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一　般　演　題

1．　11C－N・メチルスピペロンとPETを用いたドーパミ

　　ンD2受容体の評価一健康成人における検討一

百瀬　敏光　　西川　潤一　　井上　優介

佐々木康人　　　　　　　　　　　　（東大・放）

佐野威和雄　　　　　　　　　　　　　（同・精）

　健康成人におけるドーパミンD2受容体を評価するた

めに11C－N－methylspiperone（NMSP）を用いたPETを

施行した．対象は20歳から60歳までの健常人（男性

11名，女性1名）12名である．11C－NMSP投与直後よ

り80分間（2分×5，5分×14）ダイナミックスキャンを

施行し，3コンパートメントモデルより，小脳の放射能

を入力関数とした等価時間に対する線条体／小脳比をプ

ロヅト（Patlak　plot）し，その傾きから，11C－NMSPの

ドーパミンD2受容体への結合定数k3を求めた．その

結果，k3値は75分から80分画像での線条体1小脳比

と良好な直線的相関（r＝0．93）を認めた．また，k3値は

加齢とともに低下した．k3値とドーパミンの代謝産物で

あるホモバニリン酸（HVA）との間には相関は認められ

なかった．以上，11C－NMSPの線条体でのD2受容体へ

の結合能は，（1）線条体1小脳比（75－80分）で代用でき

ること．（2）加齢により低下すること．（3）血中HVAレ

ベルと無関係であることを確認した．

2．99mTc・DTPA・HSAを用いたcerebral　vasodilatory

　　capacity　mapの作成一low　capacityは梗塞の危険

　　を示唆するか一
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モヤモヤ病の1例において，99mTc－DTPA　HSA

SPECTをacetazolamide投与前後に行い，脳血管拡張

予備能を脳血液量の観点から評価した．さらにその減算

画像を作成し，血液量増加を1枚の画像に表示，これを

cerebral　vasodilatory　capacity　mapと名づけた．同maP

にて，右大脳半球後方還流の予備能低下が示され，後に

これに対応する部位に梗塞を生じた．このことは，10w

capacity　areaが梗塞を起こす危険が高い可能性を示唆

するものと考えられた．

3・痴呆性疾患に対するIMP・SPECTの応用

　　＿Circumferential　profile　ana　lysis（CPA）を用い

　　て一
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　今回われわれはアルツハイマー型痴呆（DAT），およ

び多発梗塞性痴呆（MID）に対しIMP・SPECTにCPA

を応用し両者の比較検討を試みた．また前者には早期例

（AD，65歳以下）と晩期例（SDAT，66歳以上）について

の検討も加えた．対象はMID　10例，　DAT　16例，健

常高齢者10例である．

　〔方法〕222MBqのIMPを静注後20分より安静臥

床閉眼状態にて撮像した．CPCの作成はOM　66　mmの

transverse－imageにてその中心より6°分割60方向放射

状の直線を引き，その直線上のRI　countの最大値と角

度との曲線を作成した，ADとSDATに関してはCPC

から側頭頭部での集積変化率（Xm）を計測した．結果，

健常高齢者は水平型，MIDは基線の動揺が強い後頭葉

にピークを示す上にとつ型，DATは後頭葉を中心とし

たW型を呈した．なおADおよびSDATのXm値は
6．81土2．10，3．28±1．58であり，多少の重なりは見られ

るものの両者に有意差が出現した．
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